平成30年度　福島県がん看護研修（県北地域）要項

Ⅰ．研修目的
がん医療を中核的に担っている医療機関において、専門的な臨床実務研修を行うことにより、がん分野における臨床実践能力の高い看護師等の育成を図る

Ⅱ．研修目標
1． わが国および福島県におけるがん医療・がん看護の現状を課題について理解できる
1） わが国のがん対策のあゆみ、がん対策推進計画の実際
2） がんの疫学、がん医療および看護の動向

2． がん治療やそれに伴う主な副作用や合併症に対する適切な看護援助を理解できる
1） がん化学療法とそれを受ける患者の看護
2） 放射線療法とそれを受ける患者の看護
3） がん治療後に発症するリンパ浮腫のケア
4） がん患者の口腔ケア
　　　　　
3． がん患者の心理や起こりうる精神症状とその援助について理解できる
1） がん患者および家族が直面する危機とその援助
2） がん患者に起こりうる精神症状とその援助

4． がん患者の生活機能を維持・向上するための援助について理解できる
1） がん患者のリハビリテーション
2） がん患者の摂食および嚥下機能と食生活に対する援助
3） がん患者の創傷管理とスキンケア

5． がん患者および家族が活用可能な社会資源と地域連携について理解できる
1） がん患者および家族が活用できる社会資源（制度やサポート）
2） がん患者を中心とした地域連携

6． 在宅で療養するがん患者および患者を支援する家族への援助について理解できる

7． エンド・オブ・ライフケアについて理解できる
１）人々へ質の高いエンド・オブ・ライフケアを提供できるように、知識・技術を習
得する

8． がん看護専門実習を通して病院および在宅における患者（家族を含む）の療養生活について理解できる






Ⅲ．研修目標および研修内容・講師
	研修目標
	内容・講師

	１．わが国および福島県におけるがん医療・がん看護の現状
を課題について理解できる
１）わが国のがん対策のあゆみ、がん対策推進計画の実際
２）がんの疫学、がん医療および看護の動向
	「がん医療・看護の現状と課題」
講師：がん看護専門看護師　

	２. がん治療やそれに伴う主な副作用や合併症に対する適切な看護援助を理解できる
１）がん化学療法とそれを受ける患者の看護
２）放射線療法とそれを受ける患者の看護
３）がん治療後に発症するリンパ浮腫のケア
４）がん患者の口腔ケア

	「化学療法について」
講師：がん薬物療認定薬剤師
「化学療法を受ける患者の看護」
講師：がん化学療法看護認定看護師

「放射線療法について」
講師：放射線腫瘍学講座助教　
「放射線療法を受ける患者の看護」
講師：がん放射線療法看護認定看護師
　　　　　　　　　
「リンパ浮腫ケア」
講師：乳がん看護認定看護師　　
がん看護専門看護師　　
「がん患者の口腔ケア」
講師：歯科衛生士　　　　　　　　　
「福島県立医科大学附属病院見学実習」


	３．がん患者の心理や起こりうる精神症状とその援助について理解できる
1） がん患者および家族が直面する危機とその援助
２）　がん患者に起こりうる精神症状とその援助
	「がん患者に起こりうる精神症状のアセスメントとケア」
講師：精神看護専門看護師　



	４．がん患者の生活機能を維持・向上するための援助について理解できる
1） がん患者のリハビリテーション
２）　がん患者の摂食および嚥下機能と食生活に対する援助
３）　がん患者の創傷管理とスキンケア
	「がん患者のリハビリテーション」
講師：理学療法士　鴫原智彦
「がん患者の摂食・嚥下の看護」
講師：摂食嚥下障害看護認定看護師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「がん患者の創傷管理とスキンケア」
講師：皮膚・排泄ケア認定看護師　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	５．がん患者および家族が活用可能な社会資源と地域連携について理解できる
１）がん患者および家族が活用できる社会資源（制度やサポート）
２）がん患者を中心とした地域連携
	「地域連携と社会資源について」
講師：社会福祉士　　　　　　　　　　
「福島県立医科大学附属病院見学実習」



	６．在宅で療養するがん患者および支援する家族への援助について理解できる

	「在宅緩和ケアについて」
講師：がん看護専門看護師　　　
「訪問看護ステーション実習」


	7．エンド・オブ・ライフケアについて理解できる
１）人々へ質の高いエンド・オブ・ライフケアを提供できるように、知識・技術を習得する
	ELNEC-Jコアカリキュラム
(End-of-Life Nursing Education Consortium Japan)
講師：ELNEC-指導者
・がん看護専門看護師　
・がん看護専門看護師　
・緩和ケア認定看護師　
・緩和ケア認定看護師　
・
・
・

	８．がん看護専門実習を通して病院および在宅における患者（家族を含む）の療養生活について理解できる

	「訪問看護ステーション実習」
担当：訪問看護師
「病院実習」
担当：がん関連の専門看護師・認定看護師等





Ⅳ．研修日程
日時：2018年11月24日日(土)～2018年11月30日（金）　7日間
時間：9:00-16:00（11/24、25は9:00-17：00の間）
場所：福島県立医科大学附属病院　福島市内訪問看護ステーション

１）研修日程および内容等
[bookmark: _GoBack]　別紙
２）研修中の留意点
（１）研修時間
　　　研修時間は9:00～16:00とする。昼休憩は60分とする。（11月24日・25日は9:30～17：00）
　　　研修場の開場は8:30とする。
（２）出席簿の押印について
　　　毎日、出席簿に押印をする。
（３）連絡先
　　　欠席・遅刻する場合は下記に連絡をする。
　　　福島県立医科大学附属病院看護部および実習先に連絡する。
　　　　公立大学法人福島県立医科大学附属病院　連絡先：看護部　副部長　渡部智恵子　
　直通電話：024-547-1391　病院内線：3062

３）実習中の留意点
（１）実習時間
　　　実習時間は、8：30から16:00とする。昼休憩は60分とする。
（２）実習での看護技術に関すること
　　　実習中、注射・吸引等の診療の補助技術に関しては実施しない。
（３）記録物・個人情報の保護に関すること
　　　①記録物や記録物が入力されているフラッシュメモリー、ノートパソコン等の紛失については十分注意して管理する。
②実習中のメモ用紙等には、個人が特定されるような情報の転記は控え、個人情報が漏れないように注意する。　
③訪問看護ステーション実習にあたっては「誓約書」（別紙）を記載の上、実習の際、持参する。　
④実習記録（別紙）は11月30日（金）の研修終了時までに提出する。　　　　　　　　


（４）服装・貴重品の管理
　　　①病院実習中のユニフォームは、自施設のユニフォームを着用すること。無地であれば色は問わないが、柄物は禁止とする。
　　　②履物はシューズとし、サンダルは使用しない。白のソックス、白か肌色のストッキングを着用する。
　　　③訪問看護ステーション実習中のユニフォームは、実習先の訪問看護ステーションの指示に従う。
④貴重品等は、自己の責任のもと管理する。　　　　　　　
（５）実習中の偶発的な出来事に関すること
　　　実習中に発生した何らかの出来事で、インシデント・アクシデントが事故発生、物品の紛失や破損等に関することについては、実習の担当者を通して看護部に速やかに報告する。
（６）健康管理・連絡先
　　　感染症等で他者の健康状態に影響を及ぼすと思われる場合は、実習を欠席する旨を早めに福島県立医科大学附属病院看護部および実習先に連絡する。
　　　　公立大学法人福島県立医科大学附属病院　連絡先：看護部　副部長　渡部智恵子　
　直通電話：024-547-1391　病院内線：3062



